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キャリアや就職・転職全般に関する研究や各種調査を⾏う機関『Job 総研』(※1)を運営する株式会社ライ

ボ（本社:東京都渋⾕区 代表取締役︓⼩⾕匠 以下「ライボ」）は、667 ⼈の社会⼈男⼥を対象に「社内コ
ミュニケーション調査」を実施しました。同調査はコロナ禍における社内コミュニケーションについて、
対⾯及びオンラインの割合や、2021 年と⽐較した社内コミュニケーションの変化ついて調査しました。 
 

 
【社内コミュニケーションに変化】 

新型コロナウイルス感染拡⼤によって、オンラインでの働き⽅が主流になり、必然的に社内コミュニケーシ
ョンの取り⽅もオンラインで⾏うことが増えましたが、オミクロン株の感染拡⼤が懸念される⽇本の 2022 年
では、徐々にテレワークから出社に切り替える傾向が⾒られます。(2022 年の働き⽅調査※2より 
https://laibo.jp/info/20220106/ )この動きに Job 総研では社内コミュニケーションの在り⽅として、2021
年との⽐較を含め「対⾯派とオンライン派ではどちらが多いのか」やその理由などを調査しました。 

Job総研による『社内コミュニケーション調査』を実施 
コロナ禍でオンライン派 6 割でも課題あり 半数以上が今年は対⾯に 

〜 対⾯派は雰囲気や温度感を オンライン派はコストを重視 〜 

【TOPICS】 
・2021年の社内コミュニケーションは61.7%がオンラインだったと回答 
・2022年の社内コミュニケーションは55.7%が対⾯を増やすと回答 
・対⾯でのコミュニケーションを増やす理由は「説明が伝わりやすいから」57.3%で最多回答 
・オンラインコミュニケーションを増やす理由は「場所を選ばないから」56.9%で最多回答 

【調査概要】 
調査対象者 ︓全国 / 男⼥ / 20〜69歳 
調査条件    ︓1年以内〜10年以上勤務している社会⼈ 

20⼈〜1000⼈以上規模の会社に所属 
調査期間  ︓2021 年 12 ⽉ 24 ⽇〜2022 年 1 ⽉ 4 ⽇ 
サンプル数  ︓667⼈ 
調査⽅法 ︓インターネット調査 
 



【2021 年の社内コミュニケーション】 
2021 年の社内コミュニケーションの取り⽅について、「オンラインが圧倒的に多かった」48.6%、「オン

ラインがやや多かった」13.1%で、合算した 61.7%が社内コミュニケーションにオンラインを多く⽤いていた
という回答結果になりました。また、対⾯でのコミュニケーションは 35.7%で、内訳は「対⾯が圧倒的に多か
った」21.1%、「対⾯がやや多かった」14.6%という結果になりました。 

 
※詳細は別紙の「社内コミュニケーション調査 報告書」をご参照ください(※3) 

 
【2022 年の社内コミュニケーション】 

2022 年の社内コミュニケーションについては、「意識的に対⾯コミュニケーション多くする」21.5%%、
「どちらかといえば対⾯コミュニケーションを多くする」34.2%で、合算した 55.7%が対⾯コミュニケーショ
ンを多くする回答結果になりました。また、オンラインコミュニケーションを多くする回答は 39.9%で、内訳
は「意識的にオンラインコミュニケーションを多くする」24.0%、「どちらかといえばオンラインコミュニケ
ーションを多くする」15.9%となり、全体的に 2022 年は対⾯での社内コミュニケーションを意識している傾
向がわかりました。 

 

 
※詳細は別紙の「社内コミュニケーション調査 報告書」をご参照ください(※3) 

 
 
 



【対⾯コミュニケーションを増やす理由】 
対⾯での社内コミュニケーションを多くすると回答した理由は、「説明が伝わりやすいから」が最多回答の

57.3%で、次いで「温度感があるから関係構築をしやすい」38.4%、「気軽にコミュニケーションを取れる」
28.8%という回答結果になりました。 

 
【オンラインコミュニケーションを増やす理由】 

オンラインでの社内コミュニケーションを多くすると回答した理由は、「場所を選ばずにコミュニケーショ
ンが取れる」が最多回答の 56.9%で、次いで「時間やコストの削減」53.5%、「コロナ感染防⽌」39.6%と
いう回答結果になりました。 

 
【回答者のコメントまとめ】 

対⾯コミュニケーションとオンラインコミュニケーションそれぞれに対するコメントがありましたが、2021
年と⽐べて出社が増える傾向にありことから、やや対⾯派のコメントが⽬⽴ちました。 
 
 
 
 
 
 
※詳細は別紙の「社内コミュニケーション調査 報告書」をご参照ください(※3) 

・テレワークが主流になって社内コミュニケーションの取り⽅は未だ課題です 
・働き⽅が変われば社内コミュニケーションの取り⽅も変化するので柔軟に対応していきたい 
・オンラインにもメリットはありますが、対⾯の⽅がコミュニケーション取りやすい 
・オンラインでは感じられないコミュニケーションの「雰囲気」や「温度感」の重要さを痛感した 



【調査まとめ】 
この度実施した「社内コミュニケーション調査」では、2021 年の社内コミュニケーションはオンラインが多

かったものの、2022 年の社内コミュニケーションは対⾯を多くしていくという回答が過半数をしめました。 
またその理由として最も多かった「説明が伝わりやすいから」という回答からも推測できる通り、オンライ

ンでの社内コミュニケーションに少なからず課題を感じていることがわかります。また、オンライン主流で希
薄になりがちな⼈間関係の再構築に、温度感のある対⾯を多くとっていくという理由も⽬⽴ちました。 

ライボでは今後も就職・転職・働き⽅などに関連する様々な調査を実施し、リアルで透明度の⾼い情報を発
信することで個が活躍する社会の実現を⽬指してまいります。 

 
【(※3)社内コミュニケーション調査 報告書】 
報告書では 2022 年の働き⽅や属性などを含めてより詳細にご確認いただけます。 
https://laibo.jp/info/20220111-2/ 
 
【(※2)2022 年の働き⽅意識調査】 

Job 総研で 2022 年 1 ⽉に実施した「2022 年の働き⽅意識調査」は、同調査とリンクした内容ですので併せ
てご覧ください。 
https://laibo.jp/info/20220106/ 
 
【(※1)Job 総研について】 

Job 総研は就職・転職やキャリア全般に関する研究や各種調査の実施により、市場の現状と未来を分析し、
社会へ発信することで就転職関連市場に貢献する事を⽬的とし⽴ち上げられました。 
就職・転職・働き⽅・ランキング・働く⼥性など多数のジャンルで信頼できる情報を発信していくことによ
り、就転職活動に役⽴てていただくことや、キャリアに関する不安や悩みを解決する⼀助として”個が活躍する
社会により良い選択の機会”を提供し就転職市場に貢献してまいります。 
 
【JobQ について】 

「あなたが知りたい”働く”は誰かが知っている」をコンセプトに運営する JobQの累計登録者数は 28万⼈を
超え、キャリアや転職に関する情報交換と相談ができるサービスです。具体的な企業名を検索して、現役社員
や元社員による⼝コミだけではなく、仕事全般に関する悩みや就職・転職への不安など漠然とした内容も含ま
れ、匿名によるユーザ同⼠でコミュニケーションを取りながら、より良い選択をつくる場になっています。 
■JobQ”働き⽅(リモートワーク)”に関する Q&A 
https://job-q.me/categories/career/remotework 
 
【会社概要】 
会社名   ︓株式会社ライボ 
設⽴   ︓2015 年 2 ⽉ 3 ⽇ 
代表取締役  ︓⼩⾕ 匠 
所在地   ︓〒150-0043 東京都渋⾕区道⽞坂 1丁⽬ 19-9第⼀暁ビル 3階  
事業内容  ︓キャリアや転職に特化した匿名相談サービス「JobQ」の企画・開発・運営 
グループ会社  ︓2019 年 3 ⽉ 1 ⽇ パーソルキャリア株式会社にグループイン  
ホームページ  ︓https://laibo.jp/ 
報告資料  ︓https://laibo.jp/info/20220111-2/ 
 
 
 
 

報道関係者様お問い合わせ先 株式会社ライボ 広報担当︓堀 雅⼀ 
Tel・Fax︓03-6416-1760  携帯︓080-4193-1810   

Mail︓masakazu.hori@laibo.jp 

※現在主にテレワークでの勤務形態をとっておりますので、誠に勝⼿ながらお問い合わせは携帯電話かメールにてお願い致します 


